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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は重要な植物栄養元素であるカリウム㈲について, その動態に対する土壌, 肥料および飼料作物

の相互関係を詳細に研究した成果をまとめたものである｡

第1章では本研究の意義を述べている｡

第2章は飼料作物のK施肥に対する感応, 土壌中のK収支およびKのぜい沢吸収と作物体の塩基組成と

の関係などをほ場試験によって追求した結果である｡

第3章と第4章は中国地方の飼料畑, 草地土壌のK含量, 他の塩基に対する相対値の特性および土壌の

種類別のK 供給力についての研究である｡

まず中国地方の各土壌型のK供給能, 2価カチオン含量などの実態を明らかにし, ついでいわゆる非置

換態K からのK の供給は土壌母材の種類により下記の順になるとした0

変輝線岩土壌, 泥質岩土壌≫花こう岩土壌, 安山岩土壌> 火山灰土壌, 石灰岩土壌, 三紀および洪積世

堆積岩 (物) 土壌

またこのKの給源は, 黒雲母の風化小片からの解放, 固定Kの解放および土壌粘土集合体の崩壊による

と推定した｡

第5章は施肥条件および土壌中のK状態と飼料作物の塩基組成との関係を求めた成果であり, つぎの結

果をえている｡ i)イタリアンライグラスの Ca, Mg含量はKの施用量にもっとも強 く影響される｡ ii)

Kの供給量の多い場合はNの増施によって K/Ca+Mg比は高くなり, Kの供給量の少ないときはこの比

は低下する｡iii)土壌中の各塩基の飽和度をほぼ等しくした場合青刈エソバクの2価カチオン含量は1:1

型粘土土壌> アロフェン型粘土土壌> 2;1型粘土土壌の順であったO

第6章では飼料作物による土壌Kの吸収力がN栄養条件によって著しく異なることを明らかにしている｡

すなわち土壌中に置換態Kが多し:条件下ではN水準が高い方がKの吸収も多い｡ しかし置換性Kが少な

いときはNの高水準下ではKの吸収は少なく, N水準の低い方がK吸収が多い｡
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またN 源を N O3-N とNH4-Nとに厳密に区別すると, N O3-N ではイタリアンライグラスの非置換

態からのK吸収はN水準を高 くしても変らなかったが, NH4-NではN水準を高 くするほど非置換態から

のK 吸収は低下した｡

第 7 章は総括である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は, 土壌一事一家畜をめぐる無機元素の循環の中で重要な役割を果しているカリウム粥 について,

土壌, 肥料および飼料作物の相互関係を, ほ場試験を中心として詳細に研究した結果である｡

論文中には数多 くの新知見が収められているが特筆すべきものは次の5点である｡

1. 土壌中の非置換態K からの作物へのK 供給量を, ほ場試験によって定量的に把握し, この量が土壌

の種類によっては作物栽培上重要な意義をもつことを指摘した｡ 従来は場試験による同種の研究はわが国

ではきわめて少なく, 本研究の成果は貴重である｡

2.上記の成果にもとずき, 土壌中の非置換態Kの有効度の定量法を確立し, 中国地方の土壌について

母材別に下記の順に土壌中の非置換態K の解放, 作物への供給が大きいことを明らかにした｡

変輝縁岩土壌, 泥質岩土壌≫花こう岩土壌, 安山岩土壌> 火山灰土壌, 石灰岩土壌, 三紀および洪積世

堆積岩 (物) 土壌

またこのK の給源は, 黒雲母の風化小片からの解放, 固定K の解放および土壌粘土集合体の崩壊による

と推定した｡

3.飼料作物についてKのぜい沢吸収がおこる限界のK含有率と飼料 として望 ましい と考えられる

K/Ca+Mg比を2以下に保つための K20含有率をそれぞれソルゴー (1.2- 1.5%と2-2.5%)およびイ

タリアンライグラス (約3%と2% ) について求めえた｡

4.飼料作物の K/Ca+Mg比はNの施用によって影響され, 土壌中のK水準が高い場合はNの増施に

よってこの比は大となり, K水準が低いときは逆に低下する｡

5.土壌中の置換態Kが多い場合はN水準の高い方がKの吸収は増加する｡ しかしながら置換態Kが少

なく, 非置換態Kが作物に吸収利用される条件下では, 作物の吸収するNの形態によって非置換態Kの吸

収の様相が異なる｡ 作物が NH4-Nを吸収する場合は吸収N の増加に伴いK の吸収は低下し, N O 3-N を

吸収する場合はKの吸収量はNの吸収量によって影響されない｡

以上の成果は, いずれも土壌学, 肥科学の進歩と飼料作物栽培の実際面に貢献するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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